
施設見学・
交流会 秋田県総合食品研究センター

　令和４年８月２日（火）、秋田県総合食品研究センターにて、施
設見学および女性研究者との交流会を実施しました。
　秋田県総合食品研究センターには高校で発酵の勉強をしてい
る調理科の男子生徒も参加しました。
　施設見学では、スタッフの方の案内で普段見る機会のない研
究室や加工室、麹部屋を見学し、参加者はスタッフの方の説明
を熱心に聞き、見慣れない機械の役割に感心しながら見学しま
した。
　見学後は「秋田県の発酵食文化」の講義を受講した後、女性
研究者の方から研究内容の発表を聞きました。
　発表後は質疑応答を行い、理系の進路を選んだきっかけについてや、就職までの道の
りなど、様々なお話を伺いました。

参加して良かったこと・参考になったこと
参加者より
•	普段は農業高校で作物を作ることを学んでいたが、今回私達がつくったものがどのように加工されてい
るのか知ることができて良かった。
•	総合食品センターの重要度を知れた。
•	もっとゆっくり見学したかった。 
•	発酵についての研究の内容や取組について知り、自分たちの商品開発の参考になった。実際に働いている
職員の方のお話しを聞くことができたのが、今後を考える良い参考になったのでよかった。知らないこと
だらけでとても参考になった。

参加教員より
•	非常に勉強させていただきました。調理関係の職や進学を希望する生徒が多いため、新しい選択肢になっ
たのではと思います。
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